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ヤングケアラーが直面する問題



ヤングケアラーの疑いのある児童生徒

・小学校２人 ・中学校３人

■ 仕事等により、保護者が家を留守にすることが多い。

■ 保護者の養育能力に不安のある家庭が多い。

■ きょうだいの世話が主である。

■ 新聞配達等で、家計を支えようとする生徒もいる。

■ 本人の生活習慣の乱れ等も重なっている傾向にあり、

不登校傾向にある児童生徒もいる。



大人や学校に助けてほしい６つのこと

8

① 自分の現状について話を聞いてほしい

② 自由に使える時間がほしい

③ 進路や就職など将来の相談に乗ってほしい

④ 学校の勉強や受験勉強のサポートをしてほしい

⑤ 家庭への経済的な支援をしてほしい

⑥ 特にない（※約40％）
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早期
発見・把握

支援上大切な３本柱

支援策
の推進

社会的認知

度の向上
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心の架け橋プロジェクト

〇 マイフレンド相談員(９名)

〇 マイフレンドルーム(指導員２名)

〇 スクールソーシャルワーカー(2名)

〇 スクールカウンセラー(5名)

〇 子どもサミット

鹿屋市青少年問題協議会

〇 教育相談室(1名)

《ワンストップ相談窓口》

〇 実務者連絡会(23関係団体)

〇 青少年育成指導員(2名)

〇 青少年指導員(68名)

学校教育課

教育委員会の対応

生涯学習課
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ワンストップ相談窓口の相談事案について

相談内容 ※数値は％

青少年本人, 25.5

保護者等, 74.5

相談者別 ※数値は％



相談したことがない６つの理由
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① 誰かに相談するほどの/

家族以外の人に相談するような悩みではない

② 相談しても状況が変わるとは思わない

③ 家族のこと・普通のことなので話さない

④ 誰に相談するのがよいか分からない

⑤ 家族に対して偏見を持たれたくない

⑥ 家族のことを知られたくない
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大切な私たち大人の気づき
～子どもからのＳＯＳ～
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家族の介護や付添
いをしている姿を
見かける

毎日のように
スーパーで買い物
や洗濯をしている

急に遅刻や早退が
多くなった

保健室で過ごす
ことが多くなった

幼いきょうだいの
送迎をしている

学校に通っている
べき時間に
学校以外で姿を
見かける

家族の付き添いを
している姿を
見かける

家族の介護や
付添いをしている
姿をよく見かける

家族の介護・
付添いをしている
姿を見かける

家計を助けるため
にアルバイトを
している



「市町村・地域包括支援センターによる家族介護者支援マニュアル」厚生労働省より

ヤングケアラー支援で大切な３つポイント


